
調
査
事
項

　
令
和
元
年
11
月
６
日
、
所

管
事
務
の
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
南
生

活
者
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

　
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
に
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
南
生
活

者
ネ
ッ
ト
（
Ｋ
Ｃ
Ｎ
）
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
視
察
研
修

し
ま
し
た
。

　
Ｋ
Ｃ
Ｎ
は
、
任
意
団
体

「
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
21
」

と
し
て
、
茨
城
県
南
地
域
で

生
活
者
主
権
の
政
策
提
言
型

市
民
活
動
を
進
め
て
き
た
組

織
が
発
展
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
５
年
に
発
足
、
環

境
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
生
活
者

の
立
場
で
実
践
し
、
市
へ
の

提
案
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
制
な
の
で
県
か
ら
の
補

助
金
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
す
る
中
で
「
地
域
を

重
視
し
、
安
全
、
安
心
と
心

の
元
気
」
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ

ウ
ス
を
理
事
長
が
私
費
で
購

入
す
る
な
ど
、
自
立
型
相
互

扶
助
で
、
会
員
同
士
が
相
互

に
助
け
合
う
組
織
で
す
。
こ

の
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
「
や
り

た
が
り
屋
」
が
集
ま
っ
て
く

る
と
言
い
ま
す
。

　
行
政
と
の
関
わ
り
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
市
に
は
、

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
活

用
し
た
「
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
」
や
「
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
」
が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
に
は
、
相
談
に
の
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ウ
ス
周
辺
に
は
、

住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ウ

ス
事
業
に
参
加
は
ほ
と
ん
ど

し
ま
せ
ん
。
「
や
り
た
が
り

屋
」
が
県
内
周
辺
か
ら
集

ま
っ
て
き
ま
す
。

　
説
明
者
は
、「
よ
そ
者
、若
者
、

〇
〇
者
」
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出

し
た
。
集
め
る
手
段
は
、
口
コ

ミ
、
独
自
の
ビ
ラ
、
地
方
紙
に

載
せ
る
、
ポ
ス
タ
ー
、
電
話
等

で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ

Ｖ
等
は
ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
っ

た
か
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で

す
。

　
毎
月
、
「
委
員
会
別
の
交
流

会
」
や
緻
密
な
理
事
会
な
ど
で
、

よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
ま
す
。

熱
い
想
い
を
語
る
理
事
長

活
動
拠
点
で
あ
る
コ
ム
ハ
ウ
ス
に
て
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総
務
産
業
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
南
生
活
者
ネ
ッ
ト
視
察

福
祉
文
教
委
員
会

す
べ
て
の
子
ど
も
が
英
語
を
話
せ
る
町 

茨
城
県
境
町

日
常
的
に
活
動
し
て
い
る
人
に
は
賃
金
を
払
い
た
い

　
今
後
は
、
日
常
的
に
活
動

し
て
い
る
人
に
は
賃
金
を
支

払
い
た
い
、
ス
タ
ッ
フ
や

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た
い
。

と
に
か
く
、
事
業
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
、

と
の
こ
と
で
す
。
（
根
岸
）

視
察
研
修
を
終
え
て

〈
総
務
産
業
委
員
会
〉

　
理
事
長
の
私
費
で
建
設
さ
れ

た
龍
ヶ
崎
市
の
コ
ム
ハ
ウ
ス
を

視
察
。
様
々
な
高
齢
者
支
援
を

実
践
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。

地
域
の
福
祉
事
業
運
営
の
参
考

に
な
っ
た
。
　
　
（
石
井
徹
）

　
私
費
を
投
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
を
作
っ
た
パ
ワ
ー

に
感
服
。
人
を
活
か
し
て
の
住

民
自
ら
の
取
り
組
み
は
、
参
考

に
す
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
　
　
　
　
（
野
田
）

　
や
り
た
が
り
屋
が
集
ま
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の

活
動
は
、
我
が
町
の
町
内
会
の

参
考
に
な
っ
た
。

（
松
浪
）

　
民
営
団
体
が
主
導
す
る
数
多

く
の
地
域
活
動
に
圧
巻
さ
れ
た
。

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
笑
い
ヨ
ガ

に
興
味
を
覚
え
た
。
　
（
森
）

　
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
地
域

重
視
の
活
動
は
、
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
　
　
　
　
（
日
坂
）

調
査
事
項

　
令
和
元
年
11
月
７
日
、
所

管
事
務
の
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

⑴
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
茨
城
県
境
町
へ
、
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
視
察
研
修
に

行
き
ま
し
た
。

　
人
口
２
万
４
０
９
８
人
と

い
う
町
で
あ
り
な
が
ら
、
20

歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
第

３
子
以
降
に
出
産
奨
励
金
最

大
50
万
円
、
育
児
用
品
の
購

入
助
成
最
大
３
万
円
支
給
な

ど
す
ば
ら
し
い
施
策
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
と
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
説
明
責

任
）
を
も
と
に
、
橋
本
町
長

を
中
心
に
政
策
立
案
、
施
策

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
力
を
入
れ
て

い
る
「
全
て
の
子
ど
も
が
英

語
を
話
せ
る
町
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
事
業

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
係
る
費
用
は
、

町
が
全
額
負
担
し
ま
す
。
家

庭
の
財
力
を
問
わ
ず
、
子
ど

も
が
英
語
力
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
英
検
受
験
料
金

も
町
が
負
担
し
ま
す
。

　
町
内
全
小
・
中
学
校
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
英
語
講
師
17

人
を
招
聘
し
、
給
食
も
一
緒

に
食
べ
る
な
ど
、
９
年
間
を

通
し
て
実
用
的
英
語
力
を
身

に
つ
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
リ
キ
ナ

市
と
姉
妹
都
市
、
ハ
ワ
イ
の

ホ
ノ
ル
ル
市
と
友
好
都
市
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
80
年
以
上

に
続
く
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

小
学
生
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
派

遣
事
業
で
海
外
体
験
、
中
学

生
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
小
学

生
・
中
学
生
と
も
に
友
好
都
市

ホ
ノ
ル
ル
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

短
期
留
学
等
、子
ど
も
た
ち
を
海

外
派
遣
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
年
も
国
際
友
好
交
流

と
し
て
、
小
学
生
10
人
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業

の
財
源
は
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
熱
く
、
き
め
細
か
く
語
っ
て

い
た
だ
き
、
受
け
る
私
た
ち
も

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
有
意
義
で
触
発
さ
れ
る

視
察
研
修
で
し
た
。
（
中
山
）

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
建
て
た

レ
ス
ト
ラ
ン
「
茶
蔵
」
。
こ
こ
で
境

町
職
員
と
一
緒
に
ラ
ン
チ

圧
倒
さ
れ
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
議

員
た
ち

〈
福
祉
文
教
委
員
会
〉

　
境
町
職
員
に
よ
る
出
迎
え
、

研
修
で
の
説
明
等
、
我
々
に
訴

え
る
も
の
を
感
じ
た
。
そ
の
姿

勢
が
境
町
の
勢
い
そ
の
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
研
修
で
あ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
（
小
川
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
額
と
返
礼

品
の
多
さ
に
驚
い
た
。
ま
た
、

卒
業
時
に
は
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
教
え
る
と
い
う
、

小
中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
熱

心
さ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

（
小
鷹
）

　
境
町
の
子
育
て
支
援
は
、
企

業
誘
致
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

住
宅
支
援
な
ど
包
括
的
な
施
策

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

鳩
山
町
も
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
た
い
。
　
　
（
大
賀
）

　
境
町
の
町
長
と
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
政
策
ス
ピ
ー
ド
と
住

民
へ
の
説
明
責
任
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
強
く

共
感
し
、
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
自

分
も
進
み
た
い
。
　
（
関
根
）

５
年
間
の
実
績
と
成
果
を
語
る
橋
本

町
長
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ま
し
た
。

⑴
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
茨
城
県
境
町
へ
、
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
視
察
研
修
に

行
き
ま
し
た
。

　
人
口
２
万
４
０
９
８
人
と

い
う
町
で
あ
り
な
が
ら
、
20

歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
第

３
子
以
降
に
出
産
奨
励
金
最

大
50
万
円
、
育
児
用
品
の
購

入
助
成
最
大
３
万
円
支
給
な

ど
す
ば
ら
し
い
施
策
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
と
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
説
明
責

任
）
を
も
と
に
、
橋
本
町
長

を
中
心
に
政
策
立
案
、
施
策

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
力
を
入
れ
て

い
る
「
全
て
の
子
ど
も
が
英

語
を
話
せ
る
町
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
事
業

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
係
る
費
用
は
、

町
が
全
額
負
担
し
ま
す
。
家

庭
の
財
力
を
問
わ
ず
、
子
ど

も
が
英
語
力
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
英
検
受
験
料
金

も
町
が
負
担
し
ま
す
。

　
町
内
全
小
・
中
学
校
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
英
語
講
師
17

人
を
招
聘
し
、
給
食
も
一
緒

に
食
べ
る
な
ど
、
９
年
間
を

通
し
て
実
用
的
英
語
力
を
身

に
つ
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
リ
キ
ナ

市
と
姉
妹
都
市
、
ハ
ワ
イ
の

ホ
ノ
ル
ル
市
と
友
好
都
市
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
80
年
以
上

に
続
く
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

小
学
生
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
派

遣
事
業
で
海
外
体
験
、
中
学

生
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
小
学

生
・
中
学
生
と
も
に
友
好
都
市

ホ
ノ
ル
ル
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

短
期
留
学
等
、子
ど
も
た
ち
を
海

外
派
遣
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
年
も
国
際
友
好
交
流

と
し
て
、
小
学
生
10
人
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業

の
財
源
は
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
熱
く
、
き
め
細
か
く
語
っ
て

い
た
だ
き
、
受
け
る
私
た
ち
も

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
有
意
義
で
触
発
さ
れ
る

視
察
研
修
で
し
た
。
（
中
山
）

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
建
て
た

レ
ス
ト
ラ
ン
「
茶
蔵
」
。
こ
こ
で
境

町
職
員
と
一
緒
に
ラ
ン
チ

圧
倒
さ
れ
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
議

員
た
ち

〈
福
祉
文
教
委
員
会
〉

　
境
町
職
員
に
よ
る
出
迎
え
、

研
修
で
の
説
明
等
、
我
々
に
訴

え
る
も
の
を
感
じ
た
。
そ
の
姿

勢
が
境
町
の
勢
い
そ
の
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
研
修
で
あ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
（
小
川
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
額
と
返
礼

品
の
多
さ
に
驚
い
た
。
ま
た
、

卒
業
時
に
は
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
教
え
る
と
い
う
、

小
中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
熱

心
さ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

（
小
鷹
）

　
境
町
の
子
育
て
支
援
は
、
企

業
誘
致
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

住
宅
支
援
な
ど
包
括
的
な
施
策

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

鳩
山
町
も
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
た
い
。
　
　
（
大
賀
）

　
境
町
の
町
長
と
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
政
策
ス
ピ
ー
ド
と
住

民
へ
の
説
明
責
任
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
強
く

共
感
し
、
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
自

分
も
進
み
た
い
。
　
（
関
根
）

５
年
間
の
実
績
と
成
果
を
語
る
橋
本

町
長
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